
【組成・性状】
１．組成

100 g 中に次の成分を含有する。

〈有効成分〉    グアヤコール　　 　　 　70 g

  パラクロルフェノール  　30 g

     

２．製剤の性状

無色～淡紅色澄明の液で、芳香性のにおいがある。

【効能・効果】

齲窩及び根管の消毒、歯髄炎の鎮痛鎮静、根端 (尖 )

性歯周組織炎の鎮痛鎮静

【用法・用量】 
齲窩・根管の拡大・清掃を十分に行い、本剤の適量を

患部に貼付し、仮封する。

【使用上の注意】 

１．副作用
過敏症（頻度不明）

過敏症状が現れた場合には、使用を中止し、適切な

処置を行うこと。

    
２．適用上の注意
(1) 腐食力があるので注意して使用すること。

(2) 軟組織に対し局所作用を現すので、口腔粘膜等に

付着させないよう配慮すること。したがって、使

用に際してはラバーダム防湿等を行うこと。

(3) 軟組織に付着した場合には、直ちに清拭し、消毒

用エタノール、グリセリン、植物油等で清拭する

か、又は多量の水で洗うなど適切な処置を行うこ

と。

また、手指等に付着した場合には、石けん等を用

いて水又は温湯で洗浄すること。

万一眼に入った場合には、直ちに多量の水で洗浄

する等の適切な処置を行うこと。

(4) 歯科用にのみ使用すること。   
         
３．その他の注意
急性毒性（本剤）6)

ラット (Wistar 系 ♂ )　経口 LD50= 1.55 mL/kg

【臨床成績】1)2)4)

適 用 症例数
成 績

良 好 概 良 不 良

露出損傷歯髄 30 30 0 0

抜 髄 根 管 121 114 7 0

感 染 根 管 151 137 14 0

【薬効薬理】　
＜抗菌作用＞

メトコール ( パラクロルフェノール・グアヤコール )

の細菌発育阻止作用は、次表のとおりである 3)。

 試験方法  
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Str.K1 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

Sta.H ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

Sta.209p ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

 三 木 式

 カップ法

Str.K1 ＋＋＋ － － ＋＋＋

Sta.H ＋＋＋ － － ＋＋

Sta.209p ＋＋＋ － － ＋

注　+++ ：30 mm 以上の発育阻止円
  ++  ：15 mm 以上の発育阻止円
+   ：11 mm 以上の発育阻止円
 -   ：発育阻止円ほとんどなし

＜局所麻ひ作用＞

本剤には腐食性の局所麻ひ作用がある。カエルの座骨

神経に対するメトコールとグアヤコールの比較実験に

よると、メトコールによる麻ひの発現はグアヤコール

に比べて迅速である 5)。

【有効成分に関する理化学的知見】7)8) ＊

１．一般名：グアヤコール（Guaiacol）

化学名：2-Methoxyphenol

分子式：C7H8O2（分子量：124.14）

構造式： 

性　状：本品は無色～淡紅色澄明の油状の液又は無

色の結晶で、特異な芳香があり、液は強く

光線を屈折する。本品はジメチルホルムア

ミド、エタノール（95）又はジエチルエー

テルと混和する。本品は水にやや溶けにく

い。

２．一般名：パラクロルフェノール（Parachlorophenol）

化学名：4-Chlorophenol

分子式：C6H5ClO（分子量：128.56）

構造式： 

性 状：本品は無色～微赤色の結晶又は結晶性の塊

で、特異なにおいがある。
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　＊

貯　　法：光を避けて室温で保管すること。

使用期限：外箱及びラベルに表示の使用期限

　　　　　内に使用すること。

　＊

２００９年７月改訂（第７版）

２００８年６月改訂

根管消毒・鎮痛鎮静剤

劇薬

日本標準商品分類番号 87273

承認番号 14100AZZ04996000

保険適用 1966 年 10 月

販売開始 1966 年 10 月

再評価結果 1986 年 12 月

（裏面につづく）

メトコール
®

METHOCOL®

＊＊

＊＊



【取扱い上の注意】＊

＜注意＞引火性があるので、火気に注意して使用・保

管すること。

【包　装】
10 mL
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